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秋田県では、上記の講座において、
双方向質疑を含む公開講座を実施しま
した。講座の会場は、メイン会場の秋
田県総合教育センター（ＶＳＡＴ局）、
およびサブ会場（鷹巣町中央公民館・
増田町ふれあいプラザ）の合わせて３
会場です。講師が講義を行ったのは、
国立科学博物館。その博物館とメイン
会場とをエル・ネットによる双方向質
疑ができるようにしました。サブ会場
からはファックスでメイン会場へ質問
を送れるようにしました。
送受信の概要は、以下のとおりです。

①東京（国立科学博物館）から発信し
た番組を、メイン会場とサブ会場で
受信する。

②サブ会場からの質問をファックスで
メイン会場に送る。

③メイン会場からの質問、およ
びサブ会場からの質問をメイ
ン会場で取りまとめ、講師
（東京）へ質問し、講師からの
回答を各会場で受信する。
講義は、内容によって全体を

３つに分けて進められました。
各20分の講義があり、それぞれ
の講義の後、10分間、質疑応答
の時間を設けました。間に10分
間の休憩を入れながら、最後に

20分間、講師による全体のま
とめがありました。質疑応答
の時間はもちろん、最後のま
とめの講義中も、双方向によ
る活発な質疑応答が繰り広げ
られました。双方向の利点は、
リアルタイムの質疑応答だけ
ではなく、その場の臨場感あ
ふれる雰囲気も伝わることで
す。
その他、主な特色としては、

参加者層を考慮して、各会場に託児室
を用意したことがあげられます。また、
事前にスタッフ向けに衛星通信活用技
術研修会を開催し、当日の運営に備え
ました。

※このニュースレターは、エル・ネットの利用促進目的に限り、複製・配布することができます。

✍

秋田県総合教育センター

国立科学博物館
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常磐大学では、常磐大学コミュニテ
ィ振興学部の正規の授業を、エル・ネ
ット「オープンカレッジ」公開講座と
して実施しました（「ミュージアム教
育普及活動」を「水族館のヒミツ」、
「災害救援ボランティア論」を「ボラ
ンティアの理念と実際」）。
常磐大学には、収録した番組を編集

するためのＡＶ機器やパソコンソフト
が整備されており、専門スタッフも配
置されています。そのため、収録や編
集の両面にわたって、とても簡単に、
また低コストで番組を作成することが
できます。
「水族館のヒミツ」は、大学の視聴

覚教室で収録し、後日、収録内容と取
材映像を編集し、「オープンカレッジ」
講座として制作しました。大学の学生
に対しては、収録ビデオを同科目の授
業の際に視聴し、遠隔授業を再現した
形態で受講してもらいました。
また、「ボランティアの理念と実際」

では、本学の履修学生以外の受講者も
意識し、それらの受講者ができるだけ
臨場感を感じ、講座の内容を理解しや

すいように考慮して収録をしました。
それぞれの講義の中では、教材とし

ての取材映像、ＯＨＰによる写真資料
など、視聴覚資料を多用し、より講座内
容をわかりやすいようにしました。また、
講座中、課題を複数回出すことにより、
一方通行になりがちな受講形態を参加
型にする工夫を凝らしました。
今回、新たな取り組みとして、講座

を常磐大学で一般の方20名に受講して
いただきました。エル・ネット「オープ
ンカレッジ」の受講は、全員がはじめて
で、全国の大学のさまざまな講座を受講
できるエル・ネット「オープンカレッ
ジ」への期待の声が聞かれました。

✍

新潟県では、平成13年度から、県内
市町村にテレビ会議システムで講座を
配信する「にいがた連携公開講座」を
実施しています。これは、県と市町村、
高等教育機関等とが連携し、多様化・
高度化する学習ニーズに応じた学習機
会を提供することを目的としていま
す。
今回のモデル事業では、この「にい

がた連携公開講座」の中に、エル・ネ

ット特別講座として、左記の講座を組
み込んだ形で実施しました。講座をエ
ル・ネットで発信することにより、よ
り多くの県民に講座を届けるととも
に、この取り組みを全国に紹介するこ
とも目的としています。
また、新潟県には、エル・ネットの

ＶＳＡＴ局が設置されていないため、
ＶＳＡＴ局のない県でのエル・ネット
への送信方法を探りました。
送受信の方法は、以下のとおりです。
①講師が講義を行っている新潟大学か
ら、ＳＣＳ（衛星通信による大学間
ネットワーク）でアップリンクし、
岐阜大学でそれを受信する。

②岐阜大学から地上回線で岐阜県総合

教育センター（ＶＳＡＴ局）に送り、
エル・ネットにアップする。つまり、
ＳＣＳとエル・ネットを連結して放
送した。

③新潟大学と、新潟会場（県立生涯学
習センター／新潟市）、村上会場
（岩船広域教育情報センター／村上
市）、十日町会場（十日町情報館／
十日町市）とは、フェニックスで結
んだ。新潟会場と村上会場からは、
それぞれ受講者の意見発表が行われ
た。
ＳＣＳとエル・ネットを連結して放

送するなどの方法により、ＶＳＡＴ局
がなくても、エル・ネットへ発信でき
る方策があることが実証できました。

✍

常磐大学　エル・ネット公開講座として一般の方に開放

常磐大学　本学学生の授業として

新潟県立生涯学習推進センターでの受講風景

岩船広域教育情報センター会場からの意見発表
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平成14年11月、「第14回全国生涯学
習フェスティバル　まなびピア石川
2002」が石川県で開催されました。そ
れに伴い、「第９回高齢者社会参加フ
ォーラム2002 in 石川」が実施されまし
た。このフォーラムの賛助講座として、
エル・ネット「オープンカレッジ」の
上記の講座を活用しました。また、石
川県立社会教育センターで開催された
「社教フェスタ」の１プログラムとし
ても、組み込みました。

エル・ネット「オープンカレッジ」
の中の講座を選択にするにあたって
は、アンケート調査を実施しました。
その結果、「高齢者の社会参加」に関
連したテーマが求められていることが
わかり、それについての講座を実施す
ることとしました。
講師が講義を行っている国立科学博

物館と、石川会場（石川県立社会教育
センター）とを、テレビ会議システム
で結び、双方向質疑を実施しました。
石川会場では、コーディネーターに岡
野絹江金城大学短期大学部助教授を迎

え、会場の質問をま
とめていただきまし
た。
エル・ネット「オ

ープンカレッジ」は、
テーマによって、さ
まざまなイベントや
研究会の分科会とし
て活用することが可
能であることがわか
りました。専門性の
あるものから生活に

密着した内容のものまで、多様な内容
の講座があってよいのではないか、と
いう声が聞かれました。

✍

静岡大学では、静岡大学生涯学習教
育研究センターの公開講座『きて見て
静大』「やきもの考古学」（全５回）の
うち、第１・２回目の講義をエル・ネ
ット「オープンカレッジ」で放送しま
した。この２つの講座については、大
学で独自収録し、エル・ネット「オー
プンカレッジ」放送当日は、その録画
を放送しました。

この講座では、やきもの出土品の復
元作業が実習として行われました。遠
隔地からの実習指導は、２回目の録画
番組の放送後（２月22日／16：00～
16：50）に、静岡県総合教育センター
（ＶＳＡＴ局）にいる柴垣勇夫教授と、
香川県教育センター（ＶＳＡＴ局）に
いる受講者との間で実施しました。こ
の実習の部分が、双方向質疑・ライブ
放送です。香川会場では､埋蔵文化財
専門員の方に補助をお願いして復元実
習を行いました。
香川会場では、ライブ放送が開始さ

れる前の14：30から陶片の復元実習が
行われており､15：00からはエル・ネッ
ト「オープンカレッジ」を視聴しなが
ら学習を進めました。また、16：00か

らのライブ放送時には、講師と受講者との
質疑応答の他､専門員による香川県の出
土陶器に関する報告もありました。そのた
め、静岡の講師と香川会場の専門員との
共同研究会の趣もありました。
この事業を通して､エル・ネットを用い

て､遠隔地間で実技・実習をともなう講
座を実施する可能性が確認されました。
エル・ネット「オープンカレッジ」を
活用して、こうした実技・実習を伴う
講義形態も考えられました。

✍

高齢者フォーラムで発表する石川県民大学校大学院受講者

石川県立社会教育センター

静岡県総合教育センター

香川会場：香川県教育センター
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愛媛県では､愛媛大学の講座を住民
に幅広く提供するため､エル・ネット
を活用した効率的な遠隔教育の実施方
法について探りました。
愛媛大学の上記の講座を大学独自収

録し､愛媛県総合教育センター（ＶＳ
ＡＴ局）から配信しました。そして、
県内の３施設（新居浜市立別子銅山記
念図書館、愛媛県立中央青年の家、内
子町内子東自治センター）において、
公開講座を開催しました。
講座１、２回目は、講座終了後に受

講者に質問票を
記入してもら
い､その内容を
集計して大学に
送り、最終日ま
でに、講師が回
答を準備するこ
とができるよう
にしました。３
回目には、講座
の録画放送中か
らファックスで
質問を受け付

け、講座終了後に前回までの質疑内容
と併せて講師が回答しました。その質
疑応答の部分で、双方向質疑・ライブ
放送が実施されました。
原則として全３回とも受講すること

としましたが、１回のみの受講も認め、
多くの人にエル・ネット「オープンカ
レッジ」に触れる機会を提供しました。
この事業によって､エル・ネットにつ
いて、また、大学の講義の雰囲気につ
いて、広く県民に関心を持ってもらう
きっかけとなりました。

✍

徳島大学大学開放実践センターで
は、パソコン・インターネット活用総
合学習講座「ホノルルマラソンをイン
ターネット中継しよう！」という講座
を開講しています。この講座では、イ
ンターネット学習のステップアップと
して、ホノルルマラソンのライブ中継

に取り組みました。この徳島大学の講
座を大学独自収録によりコンテンツ化
し、上記のエル・ネット「オープンカ
レッジ」の講座として開講しました。
エル・ネットの放送とともに、イン

ターネット上でのストリーミング配
信､チャットを用いたリアルタイム質
疑応答、ならびに受講者間交流、さら
にインターネットによるe－ラーニン
グシステムなども実施しました。まさ
に、インターネットについて、インタ
ーネットで学習する講座となりまし
た。
特に､講義放送中に実施されたチャ

ットによる質疑応答は､リアルタイム
での双方向性が実現します。質問にす
ぐに講師が応えてくれる、ということ
だけあって、放送中も講師に対する質

問が絶えませんでした。ま
た、受講者の質問に受講者
が答えるという場面も見ら
れ、受講者間の交流も見ら
れました。また、インター
ネットの参加を通じて、他
会場や他県の受講者との交
流も実現しました。インタ
ーネットによって、学習の
輪が広がっていく有意義な
講座となりました。

✍

愛媛県総合教育センター

とくしまＩＴビレッジ

エル・ネット移動受信装置と受講者
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このモデル事業では、宮崎大学と島根
大学との連携によって、連続講座を制作
しました。講座は、宮崎と島根に伝わる
神話や伝統芸能（神楽）の分析を通じて、
日本文化の源流を探る内容です。共通テ

ーマのもと、異なる二県の地域素材をプ
ログラムするという試みを行いました。
この講座の特徴は、以下のとおりです。
①全５回とも、宮崎市のＶＳＡＴ局
（宮崎市教育情報センター）から全
国に放送しました。全５回のうち、
第３回までが録画放送、第４、５回
目がライブ放送です。

②第５回目では、宮崎会場（宮崎市教
育情報センター）と島根会場（島根
大学）とを、テレビ会議システムで
結び、全講師によるパネルディスカ
ッションを行いました。

③第５回目で、宮崎会場（宮崎市教育情
報センター）と宮崎県内の３会場（南
郷ハートフルセンター・えびの市民図
書館・日向市立日知屋公民館）、島根会
場（島根大学）をテレビ会議システム
で結び、ライブで双方向質疑を行い
ました。また、全国の受講会場から
ファックスによる質問を受け付け、
ライブでその回答を行いました。

④第３回目で、事前に収録した島根県
で見られる神楽の演舞を映像資料と
して取り入れました。

⑤第４回目で、地元神楽保存会の方によ
る神楽の実演を行い、いっそう臨場感
のあるライブ放送を行いました。
受講者は、宮崎と島根にかかわる神

話、神楽と芸能についての内容を詳しく
学習することができたようです。第５回の
パネルディスカッション、ライブでの
双方向質疑応答などは特に好評で、両
地区の連携による効果が見られました。

✍

熊本県泗水町中央公民館では、週２
回程度、エル・ネット「オープンカレ
ッジ」を活用し、メニュー選択型の講
座を展開しています。
これは、住民の多様な学習ニーズに

応えるために、各大学のさまざまな公
開講座を公民館で実施したものです。
地域住民が、気軽に受講できるよう

な体制をつくることを目指しました。

泗水町中央
公 民 館 で
は、録画し
た講座のビ
デオ貸し出
しも行って
います。
特に、上

記の講座で
は、テレビ
会議システ
ムを利用し
て、講師の
いる東京会
場（国立科学博物館）と泗水町中
央公民館とを結び、双方向での質
疑応答を実施しました。その後、
講座受講者との意見交換会、アン
ケート調査を行いました。双方向
質疑応答は非常に好評で、積極的
な質疑応答が行われました。
今後、さらに自ら学びたいとい

う地域住民に学習機会を提供でき
る体制を、より身近に広げていく
よう検討していきます。

✍

島根大学

宮崎大学

泗水町中央公民館

国立科学博物館
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琉球大学では､エル・ネット「オー
プンカレッジ」を活用して、琉球大学
の公開講座を沖縄県教育委員会との連
携による高大連携事業として実施しま
した。県内高校生に大学レベルの教育
に触れる機会を提供することを目的と
しています。
講座は､エル・ネットの機材設備の

ある沖縄県総合教育センター（ＶＳＡ

Ｔ局）に高校生を招いて実際に講義を
し、その様子を大学独自で収録しまし
た。講義ではテレビモニターを使用し
て、事前に撮影した風景や編集した資
料を示しながら進めました。そのビデ
オを放送用に編集し、エル・ネット
「オープンカレッジ」放送当日にはＶ
ＳＡＴ局から放送しました。このビデ
オの放送終了後、すぐに生放送に切り
替え、サテライト会場（県内高校、教
育事務所など）で視聴している高校生
と電話によるライブの質疑応答を行い
ました。

県内の離島を含む７つの高校、延べ
409人の高校生が受講しました。
電話による質疑応答は､非常にリア

ルタイムで臨場感があり、好評でした。

✍

沖縄県総合教育センター

沖縄県総合教育センター

平成15年度のエル・ネット「オープンカレッジ」は、平成15年５月から放送を開始する予定です。
５月から、これまで提供された講座の中から好評だったものを再放送します。
毎週火曜日・木曜日・金曜日の午前中と、土曜日の午後に、２チャンネルで放送します。
受講は無料です。是非ご利用下さい。
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